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京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授
（
工
学
部
地
球
工
学
科
国
際
コ
ー
ス
長
）

一時
限
付
き
の
警
プ
ロ
ジ
エ
ク
卜

ま
ん
じ
ゅ
う

皆
さ
ん
は
大
学
の

「毒
鰻
頭
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知

だ
ろ
、
っ
か
？

文
部
科
学
省
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
き
な

目
的
を
決
め
大
学
に
具
現
化
案
を
出
さ
せ
、

書
類
と
ヒ
ア

リ
ン
グ
審
査
に
よ
っ
て
採
択
案
を
決
め
る
と
い
う
方
式
を

多
用
し
て
い
る
。
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
場
合
は
、
新
し
い

部
署
を
つ
く
り
教
員
を
雇
い
、
中
間
評
価
に

一
喜
一
憂
し

な
が
ら
事
業
を
進
め
る
。
た
だ
し
、
文
部
科
学
省
は
初
め
か

ら
時
限
を
付
け
て
お
り
、
時
期
が
来
た
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

経
費
は
止
ま
り
、
大
学
が
自
助
努
力
で
継
続
す
る
必
要
が

あ
る
。
学
生
を
募
集
し
た
が
、
卒
業
す
る
前
に
学
科
な
ど

が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
何

年
か
後
に
は
自
分
た
ち
の
経
費
で
と
い
う
「
毒
」
を
事
前
に

知
っ
て
い
て
も
、
そ
の

「鰻
頭
」
に
は
手
を
出
し
て
し
ま
う
。

一京
都
大
学
の
歴
史
を
塗
り
替
え
る

京
都
大
学
は
、
文
部
科
学
省
が
2
0
0
9
（
平
成
担
）
年

度
か
ら
開
始
し
た
「
国
際
化
拠
点
整
備
事
業
（
大
学
の
国

際
化
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
推
進
事
業

グ
ロ

l

パ
ル
却
）
」
の
拠
点
大
学
の
一
つ
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。
「京

都
大
学
次
世
代
地
球
社
会
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
尽
。
窓
口
号

g耳
目
。
官
自
皆
目
E
B
E
g
s
－
E

HB仏
oa一
K
・U
－

P
R
O
F
I
L
E
一ケ

1
ユ
1
プ
ロ
フ
ア

イ
ル
ご
と
題
し
、
京
都
大
学
が
持
つ
世
界
最
先
端
の
独
創

的
な
研
究
資
源
を
活
か
し
、
地
球
社
会
の
現
代
的
な
課
題

に
挑
戦
す
る
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
の
教
育
を

実
践
し
て
い
く
と
い
う
宣
言
を
し
た
。

K
－

U
・
P
R
O
F
I
L
E
の
推
進
の
た
め
工
学
部
地

球
工
学
科
で
は
、

2
0
1
1年
4
月
に
国
際
コ

l
ス
を
開
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道直しによる貧閤削減の講義在社会科学系科目とし
て教え、土木工学の理解を深める活動を実践中.1年
のうち1/3は海外、 2/5は圏内出張に出かけ、学校で
見かけることが雛しいと人はいう．
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設
し
た
。
土
木
分
野
に
お
い
て
、
世
界
各
国
の
都
市
や
周

辺
地
域
の
地
球
環
境
問
題
に
配
慮
し
た
社
会
基
盤
を
整
備

し

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
つ
る
人
材
育
成
を
目
的
と
し

卒
業

ま
で
の
す
べ
て
の
講
義
を
英
語
で
行
う
。
京
都
大
学
の
歴

史
を
塗
り
替
え
る
動
き
で
あ
る
。
実
の
と
こ
ろ
、

学
部
レ
ベ

ル
で
「
英
語
に
よ
る
国
際
コ

l
ス
」
を
開
設
し
な
い
と
「
毒

鰻
頭
」
に
は
あ
り
つ
け
な
か
っ
た
。
学
内
で
周
り
を
ふ
と
見

地
球
工
学
科

（土
木
コ

l
ス
）
だ
け
で
あ
っ
た
。

渡
す
と
「
毒
鰻
頭
」
を
手
に
持
っ
て
い
る
の
は
、

工
学
部
の

一地
球
工
学
科
国
際
コ
l
ス
の
魅
力

国
際
コ

l
ス
に
は
以
下
の
特
色
が
あ
り
、
留
学
生
に
つ

い
て
は
別
途
特
別
入
試
を
実
施
し
て
最
大
却
名
の
入
学
者

を
決
定
す
る
が
、

一
般
入
試
で
地
球
工
学
科
に
合
格
し
た

学
生
を
最
大
叩
名
ま
で
入
れ
て
い
る
。
地
球
工
学
科
の
定



員
は
1
8
5名
（
土
木
1
1
4名
、
資
源
お
名
、
環
境
指
名
）

で
あ
る
か
ら
、
土
木
の

3
分
の

l
は
国
際
コ

l
ス
と
な
る
。

①
京
都
大
学
で
学
部
に
お
け
る
英
語
コ

l
ス
が
あ
る
の

は
、
地
球
工
学
科
国
際
コ

l
ス
だ
け
、
②
国
内
外
か
ら
集
結

し
た
経
験
豊
富
な
教
授
陣
に
よ
る
授
業
や
、
チ
ュ

l
タ
リ

ン
グ
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
る
、
③
国
際
的
リ
l

ダ
ー
と
し
て
国
境
を
越
え
て
の
活
躍
を
目
指
し
、
外
国
人

留
学
生
と
日
本
の
学
生
が
と
も
に
学
ぶ
こ
と
で
、
幅
広
い

視
野
が
身
に
つ
け
ら
れ
る
、
④
総
合
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
獲
得
の
た
め
の
実
践
的
ト
レ

l
ニ
ン

グ
や
、
国
際
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
通
し
た
地
球
規

国グ日川が拓く土木の未来
Global Human Resources to safeguard the future of Civil Engineering 

模
の
問
題
解
決
能

力
獲
得
の
た
め
の

実
戦
的
ト
レ

l
ニ

ン
グ
を
早
い
段
階

で
積
む
こ
と
が
で

き
る
、
⑤
卒
業
後
、

さ
ら
に
研
究
を
続

け
た
い
留
学
生
に

は
、
修
士
課
程
（
国

際
コ

l
ス
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ん
）
へ
の
進

楽しく切瑳琢磨しよう

学
の
道
が
あ
る
。

表
ー
に
は
、
現
在

ま
で
の
コ

1
ス
の
国

別
学
生
数
と
教
員

写真1

数
を
示
し
て
い
る
。

外
国
人
留
学
生
数

は
徐
々
に
伸
び
て
お
り
、
現
在
3

学
年
で
合
計
お
名
（
う
ち
6
名
女

子
学
生
）
が
在
籍
し
て
い
る
。
世

界
で
活
躍
す
る
た
め
に
は
母
国
語

で
な
い
人
の
話
す
英
語
も
理
解
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
観
点

か
ら
、
教
員
の
母
国
も
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
。
す
べ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

経
費
で
新
し
く
雇
っ
た
教
員
で
あ

る
。
世
界
の
高
校
生
は
「
京
都
大

学
」
な
ど
知
ら
ず
、
リ
ク
ル
ー
ト

工学部地球工学科G30国際コース入学者の推移

と専任教員

表1

<G30国際コース入学者の推移＞

一ーーーーーーーー『ーーー、ー、、ー 平成23年 平成24年 平成25年

中国 3(2) 5(2) 

韓国

インドネシア 。 3 (1) 3(1) 

マレーシア 。 。
アルゼンチン 。 。
ケニア 2 。 2 

エジプト 。 。
留学生合計 4 7(3) 14(3) 

日本人学生 10(1) 5 7 

国際コース
14(1) 12(3) 21 (3) 

学生数合計

活
動
に
精
を
出
す
必
要
が
あ
っ
た
。
日
本
人
の
学
生
を
国

み
、
生
態
系
の
維
持
を
で
き
る
限
り
可
能
に
で
き
る
仕
事

際
コ

l
ス
に
入
れ
る
の
も
工
夫
が
い
る
が
、
目
的
意
識
が

※（）内数字は女子学生数

～～～～～ 人数 備考

特定教授 1教員国籍：

特定准教授 6(1) アイルランド・イラン・ウク

特定講師 5 ライナ・韓国・中国・コロン

特定助教 3 (1) ビア・ドイツ・日本・ネパー

合計
ル・マレーシア・パキスタ

15 (2) ン・ぺjレー・フランス

＜国際コース専任教員数＞

は
っ
き
り
し
て
積
極
的
に
外
に
出
ょ
う
と
い
う
学
生
は
い

を
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。』

山
本
浩
大
君
（
2
0
1
2年
入
学）

る
。
日
本
人
学
生
の
生
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
た
い
。

一
「
毒
」
を
「
薬
」
に
変
え
発
展
を

『ロ
ボ
ッ
ト
製
作
や
物
作
り
が
趣
味
だ
っ
た
私
は
、
受
験

直
前
ま
で
物
理
工
学
科
を
志
望
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

本
コ

l
ス
の
意
義
と
存
在
が
証
明
さ
れ
る
に
は
、
卒
業

人
の
為
だ
け
で
な
く
、
地
球
の
全
て
の
生
き
物
が
共
存
す

る
た
め
の
物
作
り
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
し
た
い
と
考
え
る

生
を
出
し
て
か
ら
数
年
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
本
国
際

コ
ー
ス
は
本
年
度
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
最
終
年
度

よ
う
に
な
り
、
工
学
部
で
あ
り
な
が
ら
一
番
自
然
と
関
わ

で
、
今
後
は
日
本
人
の
教
職
員
も
一
丸
と
な
っ
て
コ

l
ス
運

り
の
あ
る
地
球
工
学
科
に
思
い
切
っ
て
進
路
を
変
え
、
外

営
を
よ
り

一
層
充
実
し
継
続
さ
せ
る
よ
う
全
力
を
つ
く
す

国
人
留
学
生
と
共
に
学
べ
る
国
際
コ

l
ス
を
選
択
し
ま
し
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必
要
が
あ
る
。
毒
鰻
頭
の
「
毒
」
も
学
生
の
成
長
と
前
向
き

た
。
授
業
は
、
全
て
英
語
で
提
供
さ
れ
ま
す
。
課
題
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
l
シ
ヨ
ン
等
を
通
し
、
英
語
表
現
と
日
本
語
の
違

さ
を
見
れ
ば
教
員
の
「
薬
」
と
な
り
、
教
員
自
ら
の
国
際
力

い
を
体
験
し
つ
つ
、
世
界
が
近
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
外
国
人
留
学
生
と
日
本

の
学
生
が
切
薩
琢
磨
す
る
環
境
の
中
で
、
国
際
的
に
活
躍

り
ま
し
た
。
将
来
、
国
境
も
言
葉
も
人
種
も
越
え
て
、
お
互

信
じ
て
い
る
。

で
き
る
高
度
な
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
は
必
ず
で
き
る
と

31 

い
が
理
解
し
合
い
、
共
に
地
球
規
模
の
諸
問
題
に
取
り
組


